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1．パタヒアの流行

パタヒアの旅行は，故郷のドナウ川に面した中
世都市のレーゲンスブルクを出発し，プラハ，ポー
ランド，ロシア，キエフを経て中央アジアのユダ
ヤ教国家のハザール王国を通り，黒海の東側を経
由し，グルジアからイスラム王朝として栄えたセ
ルジューク朝，アッバース朝のニシビスを起点に
モスル，バグダード，スーサ，ヒーラ，ネハルデ
アと周遊し，またモスルからダマスカスに足を延
ばしている．彼の歩いた痕跡は，日本語版の地図
を作製しようと試みたが，完成したのが Part 1 の
原稿提出後だったので，まず Part 2 の冒頭に紹介
することにする 1）．

主として 12 世紀の時代，聖地イェルサエムを
めざしたユダヤ教徒はすくなくなかった 2）．その
代表的な人物がスペインのナバラ・バスク地区に

うまれた，トゥデラのベニヤミン 3）であろう．
彼の後を追うようにして，スペインのイスラム支
配下のトレ―ド 4），中世以前は国家としてフラン
ク王国とともにキリスト教を受け入れたトレード
に生まれたユダヤ教徒の詩人としても名高いラ
ビ・ユダ・ハレヴィ 5）で 1140 年，スペインの南
北部から海路でアレキサンドリアを経由してダミ
エッタ，カイロからイェルサレムに向かった．
また，同じくラビ・ユダ・アル = ハリーズィー 6）

はトレードから南フランスのマルセイユから船を
利用してダミエッタに向かい，イェルサレムに向
かっている．

そこへいくと，レーゲンスブルクのパタヒアは
一度も船舶を利用せずに内陸ルートを使った．彼
の旅行は 1175 年と想定されているので，他のユ
ダヤ教徒の旅行家に比べて半世紀も後であり，
レーゲンスブルクからプラハ，キエフからドニエ
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ワ十字軍）や自分たち（ユダヤ十字軍）にも襲い
掛かろうとしていた．

ヨーロッパのあちこちに巨大にして壮麗なゴ
シック式のカテドラルが建設され，室内を見事な
ステンドグラスで飾り，経済的にも躍進していた
のと対照的であった．

2．パタヒアの旅行記（続き）

パタヒアは，ケデルの地を 16 日かけて通り過
ぎた．ケデルの人々の遊牧生活を観察しながら，
ハザールの地（ハザリーヤ）の近くを通った，ハ
ザールは当時，トルコ系民族ながらユダヤ教徒で
あった．1 日中，女性の晴れ着を着て，夜には父
や母が亡くなったことを嘆き悲しんでいる，これ
は息子や娘といった家族の一員が亡くなったとき
も同様である．パタヒアはほぼ 8 日間かけてハザ

プル川沿いに黒海の東部をとおり，グルジアを経
てセルジューク朝，アッバース朝へ向かっている．

彼の旅行がイェルサレムに向かうことが一義的
ではなく，各地のユダヤ社会の実態調査であった
と思われてくる．しかも，彼がこれらの地を旅行
したのは，ほぼ十字軍の時代と重なるととも，そ
の後に続くユダヤ旅行家の系譜の初期を飾るもの
である．

中世のヨーロッパ地域のユダヤ社会は，主とし
てイスラム世界の支配下にあったアンダルシアと
ワイン産業で栄えていたドイツのライン川（ライ
ンラント）であった．両者の交流・交際は想定以
上に盛んだったとはいえない．ラビなどの中継人
を介して交流はなくはなかったが，それほど顕著
のものであったとはいえない．ただ黒海とカスピ
海に面した中央アジアには，人種的にはトルコ系
であるが，ハザール王国 7）というユダヤ教国家
が実在していた時代であった．

アンダルシアやラインラントなどで政治や経済
の逸材を輩出したユダヤ社会は，迫りくるユダヤ
教徒の弾圧と迫害をひしひしと感じながら生きて
いた．十字軍は異教徒であるイスラム教徒だけで
はなく，キリスト教異端派のカタリ派（アルビジョ
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アララットの地に到着すると，ニシビシとヒス
ン；カイファを呼ばれる高い山々が続く．そこは

（訳注補足 = チグリス川に通じる）岩の岸壁と言
われるところである．アララット山の麓に辿り着
いたころ，反対側の斜面で 2 日は要する．ニソビ
シの集落にはユダヤ教の大きなコミュニティーが
あって，バテラの子息のラビ・ユダが建てたシナ
ゴーグがある 9）．」

ラビ・ユダ・ベン・バテラは医者としても知ら
れている人物で，タルムードに即した治療法で知
られる．

パタヒアはハザール国（ハザーリヤ）もトガル
ナもケダル国も自分たちの独自の言葉を使ってい
ると記録している．ハザール国はトルコ語訛りの
ヘブライ語，トガルナ国がグルジア語，ケダルが
アルメニア語であったと想定できる．グルジア語
とアルメニア語は文字も異質なので，印象深かっ
たのだろう．

それから，アッシリアに向かった．ハザーリヤ
もトガルナも自分たちの言語は守っていいたが，
ビザンチンの皇帝に年貢を納めていた 10）．

「ニシビシから 5 日（訳注 = 英訳者は 3 日とし，
ヘブライ語原文も 3 日になっている．）かけて新
ニネヴェに行った．ニネヴェの前にはチグリス川
に流れている．川の反対側に渡り，別の方角を 3
日行くと，旧ニネヴェがある 11）．」

リーヤの地の国境のところに着いた．そこはやが
て合流して 1 つの川になる 17 の河川が流れ，国
の周囲を囲んでいた．
「ケデルの地には，ユダヤ教徒はいない．ただ

ユダヤ教の分離主義者（訳注：仏訳者はカライト
派ではないかと想定している）がいるだけだ．パ
タヒアは彼らに訊ねてみた．『なぜ賢者の言葉を
信じないのか？』彼らは答えた．『賢者はわれわ
れになにも教えてはいない．サバトの夕方には全
部のパンを切って，サバトにそれを食べる．』8）」

ラビ・パタヒアは「なぜわれらの賢者の言葉を
信じないのですか？」と訊いてみた．それに対し
て，次のような答えがかえってきた．

われらの祖先はわれらに次のように教えてい
る．サバトの日に義務付けられてすべてのパンは
翌日切り分ける．かれらは毎日，同じ場所にパン
を置き，聖歌隊の朗誦だけで祈りを捧げる．この
賛美の行為はタルムードに従って行われる．これ
らを称賛しているかのようだ．だが，これこそが
タルムードと言うことを白状しているようには聞
こえない 8）．」

パタヒアはトガルマの地を通り抜けた．そこは
イスラム法を信じているところだ．トガルマとは
アララット山を望めるところであり，アルメニア

（ならびにグルジア）と考えられる．アララット
山が右手に見える．

パタヒアの旅行記は同時代，ヘブライ語で有名
な旅行記を残したトゥデラのベニヤミンと同様，
その地方のユダヤのコミュニティーに関心があ
る．これは今日でいうと，半分，ユダヤ教徒のた
めのガイドブックであるといえる．
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「バグダードは王国の首都である．そこにはカ
リフ，つまりスルタンがいた．国を統治し，治め
る偉大な王である．バグダードはたいへん大きな
町で，町の端から端まで 1 日以上かかる．町を廻
るには 3 日以上の行程だ．バグダードには 1000
人のユダヤ教徒がいる．彼らは服をまとって歩い
ている．女性の姿は見かけず，友人の家でも中に
入ることはできない．隣人の妻を見かけることも
めったにない 14）．」

メソポタミアはユダヤ教徒にとってバビロン捕
囚以来，ゆかりのある土地であった．パタヒアも
メソポタミアの記述は詳しい．バグダードも付近
周辺に行ったりして，何度か出入りしている．

バグダードのあるバビロンはユダヤ教徒にとっ
ては忘れぬことのできない場所である．バビロン
捕囚のとき，まだバグダードは城壁にも囲まれて
おらず，小さな寒村であったはずだ．それでも，
ユダヤ教徒で実際にバビロニアを訪れたことのあ
る人はそれほど多くはなかったはずである．

イェシュヴァの長であるガオンの時代はすでに
終わっていたが，それでもそれなりに詳細に記述
している．バビロン捕囚で名高い預言者のラビ・
ダニエルについても，同様である 15）．しかし，
ここでは紙面の関係で詳細は省略したい．

「パタヒアはニネヴェで病を患った．王の侍医
たちは致命的な病気だと断言した．この国では奇
妙な病気でユダヤ教徒が亡くなるときは，自分の
財産の半分をスルタンの宝庫に納める必要があ
る．パタヒアはすばらしい衣服を身に着けていて，
金持ちと看做されていたので，パタヒアが亡くな
ればすぐに自分の財産をスルタンに差し出すこと
になる 12）．」

パタヒアはこれまでの難病は，チグリス川の向
こう側で出ていると言い張り，チグリス川の反対
側までボートで運んでもらい，即座に治療を受け
た．

ニネヴェには象がいた．とても大きくてよく食
べた．ニネヴェはアッシリアの首都であった時代
もあり，旧約聖書でもよく知られていた．

アララットには大きな都市がいくつあったが，
ユダヤ教徒は古い時代と違ってほとんどいなかっ
た．近くのバベルではユダヤ教徒が平和に暮ら
していた．バベルにはユダヤの高等教育研究機
関（イェシュヴァ）があって，ラビ・シュローモ
が指導者であったが，パタヒアが来る 1 年前ほど
に亡くなった．パタヒアはポロスという大きな町
に行ったが，そこから 1 日ほどでバグダードに着
く 13）．



文京学院大学人間学部研究紀要 Vol. 20

− 55 −

出する．それから，商品は市場に売りに出され
る 17）．」

バビロニアの生活，風習，慣習，実態に熱心な
パタヒアだが，当地のユダヤ教徒のことも忘れて
はいない．といって，トゥデラのベンヤミンと異
なり，当地のユダヤ社会の指導者についてはほと
んど触れていない．

（中略）

「バビロニアにはシナゴーグが聖ダニエルの家
の近くに 3 つ 18）ある．でも，そこには指導者も
いなければ，イェシュヴァの長がいて，説明する
こともしない．そういうやり方なのだろう．1 人
が 100 の祝福を唱えると，残りの人はアーメンと
唱える．それから，誰かが低い声でバルーフ・シャ
マルの祈祷を唱えると，別の人が立ち上がり，皆
で神を（訳者補足：旋律をつけて）称えているが，
ハーモニーにとなって見事に 1 つになっている．
でも，祈祷者の声はもっと早く朗読すべきかと思
うように聞こえてならない．（中略）シナゴーグ
では，誰も隣の人に話しかけない．誰もが靴を履
かずに裸足でいる．祈っている間，音程が狂って
いて，イェシュヴァの学校長が指でサインを送っ
ていた 19）」．

パタヒアの記述を読むと，ユダヤ教といえども

「ラビ・パタヒアは 2 日かけてバードから旧バ
ビロニアの境界線まで行った．ネブカドネザル
[ 訳注：2 世，新バビロニア王国の 2 代目の王．2
度にわたるバビロン捕囚で知られる ] の邸宅はど
こもひっそりとしている．王の家の近くに記念碑
があって，ダニエルの家はいまでも新築したばか
りに見える．ダニエルの家は石で出来ていて，大
理石の石のかけらが残っている 16）．」

パタヒアは旧約聖書と聖ダニエルにゆかり深い
バビロニアにはしばらく滞在した．バビロニア滞
在中の記録は詳細を極める．

「バビロニアを通過している間中，ラビ・パタ
ヒアは次のようなことを証明している．その間，
女性を誰も見ず，どの女性も全員がヴェールをし
ていて，控えめだ．誰もが家の中庭で入浴する．
入浴する前にお祈りすることもない．どの旅行者
も夜，旅をして，夏も同様である．だれもが夏で
も冬でも同じ場所で育つ．ほとんど労働者は夜中
に仕事を終わらす．事実，バビロニアはまったく
別の世界だ．ユダヤ教徒は立法の研究と神の畏敬
に時間を費やしている．イスマーイール派のイス
ラム教徒も同様である．商人たちによってはこ
こバビロニアに来ると，商品を家において，外
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ダヤ教徒も 1000 人ほどいて，自分たちの王子を
選んでいた 21）．

そして．ラビである以上，イェルサレムに行く
ことは忘れてはいない．

「それから，彼（= パタヒア）はイェルサレム
に出かけた．ユダヤ教徒は染物師のラビ・アブラ
ハム 1 人 [ 訳注：ベニヤミンは 200 人いると記し
ている ] だけで，そこに居住する約束を得る代わ
りに王に高い税金を払っている．ラビはオリーブ
山を見せに連れっていってくれた．石畳の舗道は
3 キュービットの高さがあり，幅もそのように目
撃された．そこにはむかしイスマーイール派の連
中が建造した美しい宮殿があった．そして，イェ
ルサムはなおイスマーイール派の手にあったが，
その後，なんの地位もない人たちがやってきて，
イスマーイール派の王に悪口を報告して，こう
言った．『われらには神殿や宮廷の担保を知って
いる老人がいます．』すると，王は彼を呼んで，
彼を凝視した．王はユダヤ教徒には友好的だった
ので，次のように言った．『われはここに神殿を
建てたが，ユダヤの民はここで誰も礼拝出来な
かった．われは美しい建物を赤や緑などのいろん
な色の大理石で石の神殿を建てた．それから，異

イスラム教の慣習の影響が読み取れる．バグダー
ドに滞在しているとき，パタヒアは小旅行をして
いる．10 日ほどかけて各国から派遣されていた
大使たちに会いに出かけている．ユダヤ教の律法
は，イェルサレムのタルムードではなく，バビロ
ニアのタルムードに準じた律法が守られていた．
貧困層のためのタルムードではなく，エジプト伝
来の富裕層のためのタルムードだ．

「パタヒアによると，アララット山はバビロニ
アから 5 日かかる．アララット山は高い山だ．
1 つの山だけで，上のほうに 4 つの山があり，そ
れぞれ 2 つが向き合っている．ノアの契約の箱が
この山と山の間に運ばれてから，（今まで）持ち
出されたことはなかった．契約の箱はそこにはな
かった．いつしか老朽化したのだろう．山は針の
木のようなもので一杯，あとは草だ 20）．」

かつてバビロン捕囚でユダヤ教徒には余りにも
悲しく，馴染み深い場所に，パタヒアは小旅行し
ている．バビロニアことメソポタミアは忘れたく
ても忘れ難い場所なのだ．西に向かい，ニネヴェ
からニシビスに向かっている．それから，ハラン
に向かい，さらに 2 つの川に挟まれたアラム・ナ
ハラインに向かった．ニシビスには 800 人ほどの
ユダヤ教徒がいることも記している．さらにそこ
から，ホムスに向かった．どの町も名前は馴染み
あるものであった．それこそ町から町にいくつも
渡り歩いた．そして，アレッポに向かった．そこ
はアラム・ゾバフとも呼ばれていたところで，（預
言者）アブラハムが群れを引き連れた山であった．
貧しい人たちにミルクを与えたところだ．それか
ら，非常に大きな町ダマスカスに行った．大きな
町で，（当時は）エジプト王が統治していた．ユ
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子供が，これらの石は何を意味するのですかと尋
ねるときには，子供たちに，イスラエルはヨルダ
ン川の乾いたところを渡ったのだと教えねばなら
ない．』」

「イェルサレムには門があって，慈悲の門（訳
注：現在の黄金の門のこと）という名前だ．門は
石と石灰岩で満たされている．ユダヤ教徒はいな
いが，いまなおほんの少数の異教徒（キリスト教
徒）がいて，ここに来ることが許されている．あ
る時，異教徒のキリスト教徒がゴミを捨てようと
して，門を開けたとき，町中にパニックが襲った．
彼らは逃げ出した（シクナ）．ユダヤのしきたり
では，神の栄光は門を通って実現できる．いつか
戻ってくるはずだった 22）．」

それから，ダマスカスに行ったとパタヒアは記
録している．ダマスカスにはシナゴーグが 2 つあ
り 23），巨大で，シナゴーグとして何もかも完備
していると記している．

そこから，マムラに向かった．樹木がたくさん
あるところで，天使が残していった木をある老人
が見せてくれたとパタヒアは自分の息子に語って
いる．その木の果実はとても甘美であった．

「ギリシャでは，ユダヤ教徒は大変な迫害を受

教徒たち（ここではキリスト教徒のこと）がやっ
てきて，そのスケッチを描いたが，そのあと何も
しなかった．彼らは壁の分厚いところにスケッチ
を隠した．しかし，いかなる場所の聖なるところ
で他に何もしなかった．別の場所には貧しい人々
のために病院を建てた』22）．」

当時，イェルサレムは十字軍（= キリスト教徒）
の支配下にあって，いつもユダヤ教徒と小競り合
いが続いていた 23）．エルサレム巡礼に向かうキ
リスト教徒たちを弾圧し，迫害したのは，歴史的
に正確に言うとセルジューク・トルコだけではな
く，北アフリカやエジプトが拠点のイスラム教
シーア派の一派であるイスマーイール派に依るも
のであり，また，ユダヤ教徒にはユダヤ十字軍を，
キリスト教徒の異端派のカタリ派に対してはアル
ビジョワ十字軍を差し向けたのである．また，こ
こでいうキリスト教徒は，具体的にはキリスト教
徒のために病院を建てた聖ヨハネ騎士団（後のマ
ルタ騎士団）である．

「イスラエルの地を周遊するとほぼ 3 日かかる．
パタヒアはソドムとゴモラに描かれた塩の海 [ 訳
注：死海のこと ] を見た．そこには草一本もなかっ
た．塩の柱は見られず，もうすでになかった．パ
タヒアはヨシュアの選んだ石もみることは出来な
かった．それから彼はヘブロンに行った．パタヒ
アは洞窟の先に巨大な宮殿を見た．そこは我らが
父の預言者アブラハムが建てたものだ．そこには
27 から 28 キュービットの巨大な岩がある 20）．」

旧約聖書によると 21）」，エリコの町の東の境に
あるギルガルに野営したとき，ヨシュアは「ヨル
ダン川から取った十二の石をギルガルに立て，イ
スラエルの人々に告げた．『後日，あなたたちの
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ティーが出来たのは，13 世紀中葉のことである．
以上のことを配慮すると，近世になって，アルザ
スのユダヤ社会が商業的に発展した 16 世紀以降，
活版印刷術が発明されてから本書は刊行されたこ
とになる．

それにしても，パタヒアはなぜ旅行記を口述筆
記させたのだろうか？　考えられることをいくつ
か想定してみた．

（1） ラビは各地から集まったラビの子息などを大
きなユダヤのコミュニティーがある町しかな
いユダヤ高等教育機関（イェシュヴァ）など
に派遣し，ラビになるための教育や研鑽を行
い，そして各地に戻っていった．ユダヤ教徒
同士しか結婚できないユダヤ社会は実質的に
ラビが仲人役であった．ラビたちは旧約聖書
の地を旅して来たラビを重宝し，その情報に
飢えていた．

（2） 12 世紀はヨーロッパを中心に経済的・商業
的に飛躍した時代であり，機会があれば彼ら
の聖地イェルサレムに旅したいと考えていた
ラビなどは少なくなかった 27）．

（3） ユダヤの旅行家の記録は 12 世紀から始まり，
その後も絶え間なく続いて書かれた 27）．

（4） レーゲンスブルクはバビロニアのスーラとな
らび，キリスト教世界でのユダヤの学問の中
心地のラインラントのマインツなどにも近い
だけではなく，船舶を使用しないでほとんど
徒歩で，ドナウ川沿いにバビロニア方面に向
かったレーゲンスブルクのパタヒアの旅行は
貴重な体験の記録であった．

（5） 中央アジアに栄えたトルコ系民族のハザール
王国が成立し，主として中近東からユダヤ教
徒を集め（723 年頃〜 944 年），アラブ，ビ
ザンチン帝国と戦い勝利しながら，ハザール
の国王ブランがユダヤ教に改宗し，ユダヤ国
家として発展した 28）．

（6） ハザール王国の衰退後はルーマニアなどの地
域に移住した（1100 頃〜 1150）．ハンガリー
ではハザール王国から来たユダヤ教徒との結
婚を禁じた（1309 年）．

（7） ユダヤ教徒によるハザール王国が衰退し，リ

けてきた．ギリシャのユダヤ教徒は残酷なほどの
奉仕に耐えてきた．かれらは降霊術師に知り合い
の学生の中にいるように見えた．かれらは悪魔を
呼び起こすことに熟知していて，悪魔の魂をもっ
た謀反人がどれいのようにギリシャ人に献身する
ことを強要されているかのようだ．ギリシャには
それこそたくさんのユダヤ教徒のコミュニティー
があって，それにはイスラエルの地は含まれてい
ない 24）．」

3．ラビ・パタヒアの旅行記は誰のために書か
れたか？

著者のパタヒアは末尾を次のように締めくくっ
ている．「これはレーゲンスブルクのパタヒア言
葉の末尾である．25）．」

仏訳のみ下記の部分のヘブライ語が終わりのあ
とに収められている．

「パタヒアはこの話を彼の奉公人のメイル・カ
ルメリに託した．彼はレーゲンスブルクのパタヒ
アの話の写本を作った．彼はレーゲンスブルクの
2 人のラビであったイサク・ハルビンとラビ・ナ
フマンとは兄弟である．ナフマンは『世界周遊』

（Tour du monde）という表題で天地創造から 5410
年（ユダヤ暦）サバト月に本書をコルマールで刊
行した 26）．」

ユダヤ暦は，神が世界を創造した日をユダヤ元
年とする．すなわち，西暦に直すと紀元前 3761
年 10 月 7 日を紀元とする．1 ヶ月は 29 日あるい
は 30 日とする太陰暦で，正式の換算表はないが，
タルムード時代に改訂作成されたユダヤ暦はほ
ぼ西暦に 3760 年を足したものに等しい（19 年に
7 回，閏年を設けている．）．現在，フランス領の
アルザス地方にあるコルマールは，1681 年まで
は神聖ローマ帝国領で，ユダヤ教徒のコミュニュ
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たのは，ちょうど王政復古と植民地主義で中東や
アジアに人々が出かけることができる時代であっ
た．そう考えると，本当の理由は案外，そんなと
ころかもしれない．

注
1） Haim Beinart, Atlasn of Medieval History , 

Jerusalem, 1992, p.46 を底本に作成．
2） Elkan Nathan Adler, Jewish Traveller （801–1755）， 

London, 1930, New Delhi, 1995 にはこの期間の
歴史に名前を残した著名な旅行家が紹介され
て い る． と く に pp.64–91 は Rabbi Petachia of 
Ratisbon に割かれており，また英文ながら他の
旅行家についても概要を知ることができる．

3） かつて未完成にはおわったが，トゥデーラのベ
ンジャミン（ベニヤミン）について詳しく紹介
したことがある．「トゥデーラのベンジャミン
の旅書簡―（1）〜（4）」，『文京女子大学研究
論集』（1999, Volume 1, Number 1，2000, Volume 
2, Number 1，2002, Volume 3, Number 1）『文京
学院大学研究紀要』（2003, Volume 5, Number 1）
に所収．

4） スペインのトレードは西ゴートの首都でもあっ
た城塞に囲まれた中世都市であった．それとと
もに，ユダヤ教徒，イスラム教徒，モサラベ（イ
スラム教徒に同調する同化キリスト教徒）たち
の共存した町として知られる．少し以前，西ゴー
ト王国のユダヤ教徒弾圧策（たとえば，ユダヤ
社会の指導者の子息たちは 5 歳になると敬虔な
キリスト教徒の家に預けられ，12 歳までキリ
スト教徒として育てられた．）があったのと対
照的である．Cf. Encyclopedia of Judaica , Jereslem, 
1972, vol.15, pp.1198–1206　なお，トレドは厳
しいスペインの悪名高いユダヤ追放令を 5 世紀
に渡り逃げ切り，マドリードにイギリスのロス
チャイルド商会の支店が出来て，追放令が解除
されるまで，2 つのシナゴーグがキリスト教会
の振りをして生き延びたことでも知られる．

5） Elkan Nathan Adler, op.cit. , p.37，
6） ibid. , pp.111–114
7） ハザール王国はユダヤ教国家ではあるが，イ

スラエル 12 支族の血縁を引き継いでいるわけ
ではなく，人種的・民族的にはトルコ系であ

トアニアなどに移住，イーディッシュ語を使
い始めた．

（8） グーテンブルクの発明したルネサンスの発明
の 1 つである活版印刷術はヘブライ語書物の
印刷にも革命をもたらし，ユダヤのコミュニ
ティーのある各地でヘブライ語印刷が始まっ
たが，実際はグーテンベルク以前から新技術
印刷物が刊行されていた 29）．

（9） ラビはしばしばシナゴーグに付属していたユ
ダヤ初等学校で簡単なヘブライ語や後期アラ
ム語（タルムードの注釈に使われた言語）の
読み書きを教えた．そうだとすると，仏訳の
底本になったヘブライ語にニクダ（ヘブライ
語の母音記号）がついていたのも理解できる．
ただし，英訳本の底本にはニクダはまったく
ない．

（10） 当時，遠方から戻ってきた人物はみんなの憧
れだった．かれらが嘘とも真実ともいえない
話を聞くのは，村や町から 1 歩も外の世界に
でかけたことのない人々にとってその話はみ
んなの情報源であった．これはユダヤ社会で
も同様で，ユダヤ商人とラビは遠方に旅にい
ける稀有な存在であった．かららのもたらす
見聞記は写本から多くのコピー本が作成され
たのは事実である．

4．終章

レーゲンスブルクのパタヒアの旅行記は，憶測
はさておき異質であることには変わらない．確か
に，ユダヤ社会のことは触れてはいるが，詳細を
極めているわけではない．安易なヘブライ語から
他のユダヤ共同体の同胞に語ったと考えられなく
もない．とはいえ，旧約聖書の名所案内ともいえ
ない．一体，何のために彼の旅行記は書かれたの
か？　疑問をもちながら，本稿を終わらせるのが
残念ではある．

それにしても，主要西欧語に翻訳のあるトゥデ
ラのベニヤミンに比べ，レーゲンスブルクの旅行
記は半ば幻の旅行記であった．たしかに，フラン
ス語とヘブライ語の対訳はすでに 1831 年刊行さ
れている 30）．ちょうど，この本が一般に流布し
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1856, p.16

16） Eliakirn Carmoly, op.cit. , p.71, Dr. A Benisch & 
William F. Ainsworth ed./noted,op.cit. , London, 
1856, p.42

17） Eliakirn Carmoly, op.cit. , p.73，p.75, Dr. A Benisch 
& William F. Ainsworth ed./noted,op.cit. , London, 
1856, p.44

18） なお，これについて仏訳者はシナゴーグが 3 つ，
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2 の作成を前にして，Dr. A Benisch & William 
F. Ainsworth ed./noted, Travels of Rabbi Petachia, 
of Ratisbon.  London, 1856 を併用して参照する
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ここでは省略した．

補足
翻訳では仏訳本，英訳本を参考にしながらも詳細

な解釈は仏訳を優先した．また，英訳でイスラエル
となっている部分は仏訳ではパレスチナとなってい
るが，ヘブライ語原文がイスラエルになっているの
で，政治的な意味でのイスラエルとしてではなく，
地理的なイスラエルとしている．

（2018. 9. 21 受稿，2018. 10. 29 受理）
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23） ibid.op.cit.  こ れ に つ い て，Eliakirn Carmoly は
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Harboun, Les Voyageurs juifs du VVIe siècles, Aix–
en–Provence, 1989 参照のこと．
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